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苫小牧駒澤大学学則

平成10年4月1日
制 定

改正 平成11年 4月 1日 改正 平成12年 4月 1日
改正 平成14年 4月 1日 改正 平成16年 4月 1日
改正 平成16年 4月 1日 改正 平成16年 9月 1日
改正 平成17年 4月 1日 改正 平成18年 4月 1日
改正 平成19年 4月 1日 改正 平成22年 4月 1日
改正 平成23年 4月 1日

第１章 総則
（目的）
第１条 苫小牧駒澤大学（以下「本大学」という。）は、教育基本法及び学校教
育法の定めるところに従い、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教
授研究し、建学の精神である仏教による人間教育を基礎として人格を陶冶し、
国際文化の進展並びに地域の文化水準高揚に貢献できる有為な人材の養成を目
的とする。
（自己評価等）
第２条 本大学は、前条の目的及び社会的使命を達成するため、教育・研究活動
等の状況について自ら点検し、評価を行う。
２ 自己点検・評価については、別に定める自己点検・評価に関する規程による。
（学部・学科）
第３条 本大学に次の学部・学科を置く。
国際文化学部 国際文化学科
国際文化学部 国際コミニュケーション学科
（収容定員）
第４条 本大学国際文化学部各学科の収容定員は、次のとおりとする。

学 部 学 科 入 学 定 員 収 容 定 員

国際文化学部 国 際 文 化 学 科 １１０ ４４０

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 ４０ １６０

（修業年限）
第５条 本大学各学部の修業年限は、４年とする。
２ 在学年数は、７年を超えることができない。

第２章 学年、学期及び休業日
（学年及び学期）
第６条 学年は、４月１日に始まり翌年３月31日に終る。
２ 前項の学年を前期及び後期に分ける。
前期 ４月１日から９月15日まで
後期 ９月16日から翌年３月31日まで

３ １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含めて、年間35週にわたる
ことを原則とする。
（休業日）
第７条 休業日は、次のとおりとする。
(1) 日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日
(2) 開校記念日
(3) 夏季休業 ７月21日から９月15日まで
(4) 冬季休業 12月21日から翌年１月16日まで
(5) 春季休業 ３月21日から３月31日まで
２ 前項の休業日を変更し、又は臨時に休業日を定めることがある。
３ 第１項の休業日であっても、臨時に授業を行うことがある。



- 2 -

第３章 教育課程及び履修方法
（授業科目）
第８条 授業科目は、国際文化学科平成２１年度以前入学生においては、共通科
目、専門科目、演習科目、実習科目、及び自由科目に、国際文化学科平成２２
年度以降入学生については、一般教育科目、専門科目、演習科目、実習科目、
及び関連科目に分け、国際コミュニケーション学科平成２１年度以前入学生に
おいては、基礎科目、言語コミュニケーション科目、コンピュータコミュニケ
ーション科目、専門科目Ⅰ、専門科目Ⅱ、及び自由科目に、国際コミュニケー
ション学科平成２２年度以降入学生については、一般教育科目、専門科目、演
習科目、実習科目、及び関連科目に分け、これを４か年に配当して教授する。
（教育課程）
第９条 学部・学科の授業科目、単位数、履修方法及び卒業に必要な単位は、別
表第１のとおりとする。
（他学科履修）
第９条の２ 学生が在学している学科以外の本大学の学科の授業科目を履修する
ことを希望する場合は、教授会の定める範囲でこれを許可することが ある。
２ 前項により履修した授業科目の修得単位については、在学する学科の卒業に
必要な単位に算入することができる。
（他大学履修）
第１０条 学生が、本大学と単位互換協定または、学生交流協定を締結している
国内の他の大学又は短期大学の授業科目を履修することを希望する場合は、教
授会の議を経てこれを許可することがある。
２ 前項により履修した授業科目の修得単位については、大学設置基準第28条第
１項に定める範囲で、本大学において修得したものとみなし、卒業所要単位に
算入することができる。
３ 学生の他大学履修又は他短期大学履修については、別に定める他大学履修に
関する規程による。
（留学）
第１１条 学生が、外国の大学又は短期大学、ならびに大学以外の教育施設等の
授業科目を履修することを希望する場合は、教授会の議を経てこれを許可する
ことがある。
２ 前項により履修した授業科目の修得単位については、大学設置基準第28条第
２項に定める範囲で、本大学において修得したものとみなし、卒業所要単位に
算入することができる。
３ 学生の留学に関する規程は、別に定める。
（外国人留学生及び海外帰国子女の特例）
第１２条 第57条及び第58条により入学を許可された者の教育のために、第８条
に定める授業科目のほか、日本語及び日本事情に関する授業科目を開設するこ
とができる。
２ 前項により履修した日本語及び日本事情に関する授業科目の修得単位につい
ては、基礎科目及び外国語科目の卒業所要単位に算入することができる。
（単位の計算）
第１３条 単位の計算は、次の各号の基準による。
(1) 講義及び演習については、15時間又は30時間の授業をもって１単位とする。
(2) 実習及び実技については、30時間又は45時間の授業をもって１単位とする。
（授業科目の届出）
第１４条 学生は、履修しようとする授業科目を毎学年所定の期間内に届出て承
認を得なければならない。
（教職課程等）
第１４条の２ 中学校・高等学校教諭、学校図書館司書教諭、学芸員の資格を得
ようとする者は、第９条に定めるもののほかにそれぞれ定められた授業科目の
単位を修得しなければならない。
２ 本大学において取得できる教育職員免許状の種類は、次表のとおりとする。

学部 学科 免許状の種類・教科

国際文化学部 国 際 文 化 学 科 中学校１種免許状（社会）
高等学校１種免許状（公民）

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 中学校１種免許状（英語）
高等学校１種免許状（英語）
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３ 中学校・高等学校教諭の資格を得るために必要な授業科目及び単位数は、
別表第２のとおりとする。
４ 学校図書館司書教諭の資格を得るために必要な授業科目及び単位数は、別表
第３のとおりとする。
５ 学芸員の資格を得るために必要な授業科目及び単位数は、別表第４のとおり
とする。

（進級）
第１５条 学生が所定の単位を修得しないときは、別に定める規程により教授会
の議を得て入学２年次と３年次の間に進級停止の処置をとることができる。

第４章 試験及び成績評価
（試験）
第１６条 履修した授業科目修了の認定は、試験その他の方法によって行う。
２ 前項の認定は、第14条によりあらかじめ届出ている授業科目でなければなら
ない。
第１７条 試験は、所定の期間内にこれを行う。
２ 前項の試験のほかに、臨時に試験を行うことがある。
第１８条 各授業科目について、出席すべき時間数の３分の１以上欠席した者は、
当該授業科目修了の認定を受ける資格を失うことがある。
第１９条 授業料その他の学費未納者は、授業科目修了の認定を受けることがで
きない。
（成績評価）
第２０条 成績評価は、Ｓ（１００点～９０点）、Ａ（８９点～８０点）、Ｂ
（７９点～７０点）、Ｃ（６９点～６０点）、Ｆ（５９点以下）の５段階に分け、
Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃを合格とし、Ｆを不合格とする。なお、既修得科目の認定評価
はＴと表記する。
２ 合格した授業科目については、所定の単位を修得したものと認める。
３ 不合格の授業科目については、別に定める規程による。
４ 成績評価による学業成績を総合的に判断する指標として、ＧＰＡ（Grade
Point Average）を用いる。
５ 前項に定めるＧＰＡは、成績評価のうち、Ｓに4.0、Ａに3.0、Ｂに2.0、Ｃに
1.0、Ｆに0をそれぞれ評価点として与え、各授業科目の評価点にその単位数を
乗じて得た積の合計を、履修した授業科目の総単位数で除して算出する。ただ
し、Ｔとして表記された科目を除く。
（追加試験）
第２１条 やむを得ない事由で、定期の試験を受けることができなかった者につ
いては、追加試験を行うことがある。

第５章 卒業及び学士号
（卒業及び学位の授与）
第２２条 本大学に４年以上在学し、学部学科所定の教育課程に従って、授業科
目を履修し、所定の単位を修得した者には、卒業を認定し、学士（国際文化
学）の学位を授与する。

第６章 入学、編入学、再入学及び転科
（入学の時期）
第２３条 入学の時期は、学期の始めとする。
（入学資格）
第２４条 本大学の第１学年に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とす
る。
(1) 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者
(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程に
より、これに相当する学校教育を修了した者を含む。）
(3) 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ず
る者で文部科学大臣の指定したもの
(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した
在外教育施設の当該課程を修了した者
(5) 文部科学大臣の指定した者
(6) 大学入学資格検定規程により文部科学大臣の行う大学入学資格検定に合格
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した者
(7) その他本大学において、相当の年齢に達し、高等学校を卒業した者と同等
以上の学力があると認めた者
（入学試験）
第２５条 本大学に入学を志望する者は、所定の手続をもって出願し、入学試験
を受けなければならない。
２ 入学試験の方法は、別に定める。
３ 前項の試験に合格し、所定の入学手続を終えた者に入学を許可する。
（編入学）
第２６条 編入学のできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とし、選考の
うえ、編入学を許可する。
(1) 大学または短期大学もしくは高等専門学校を卒業した者
(2) 大学に２年以上在学し、所定の単位を修得した者
２ 前項の規定により編入学した者の在学期間は、第22条の規定にかかわらず、
２年以上４年までとする。
３ 編入学した者が入学前に修得した単位の認定は、教授会において行う。
４ その他編入学に関して必要な事項は別に定める。
（再入学）
第２７条 本大学を退学した者又は除籍された者で、再び入学を志望する者があ
るときは、選考のうえ再入学を許可することがある。
２ 再入学に関する規程は、別に定める。
（入学手続）
第２８条 入学を許可された者は、所定の保証人連署の在学誓書(保証書)、その
他入学に必要な書類を提出しなければならない。
２ 保証人は、親権者若しくはそれに準ずるものであって在学中の一切の事項に
ついて保証する者とする。
３ 保証人が改姓名、転居したときは、速やかに届出なければならない。
４ 保証人が死亡、その他の事由によりその資格を失ったときは、直ちに保証人
を別に定め、改めて在学誓書（保証書）を提出しなければならない。
５ 第１項の手続を完了しないときは、入学を取消すことがある。
（既修得単位の認定）
第２９条 第25条、第26条、第27条、第57条及び第58条により入学、編入学、再
入学を許可された者が、従前在学した大学又は短期大学（外国の大学又は短期
大学を含む。）において既に修得した授業科目の単位については、次に定める
範囲内で本大学で修得した単位として認定することができる。
(1) 他の大学又は短期大学（国外の大学又は短期大学を含む。）を卒業又は中
途退学し、新たに本大学の第１年次に入学した者の従前在学中に修得した単
位については、大学設置基準第30条第３項に定める範囲
(2) 編入学した者については、従前在学中に修得した全授業科目の単位のうち、
編入学時に認定された授業科目の単位
（転科）
第２９条の２ 本大学の学生で他の学科に転科を志願する者のあるときは、選考
のうえ許可することがある。

第７章 休学、復学、退学、除籍及び転学
（休学）
第３０条 病気その他の事由で長期にわたり修学することができないときは、理
由を付し、保証人連署のうえ願い出て休学の許可を得なければならない。
２ 病気を理由とする休学願には、医師の診断書を添付しなければならない。
（休学期間）
第３１条 休学期間は、学年の前期若しくは後期又は１学年を区分とし、当該年
度限りとする。
２ 引き続き休学を要する特別の事情があるときは、許可を得てさらに１年に限
り休学することができる。ただし、通算４年を超えることはできない。
３ 休学期間は、在学年数に算入しない。
（復学）
第３２条 復学は、学年前期の始め又は学年後期の始めとし、願い出によりこれ
を許可する。
２ １学年を区分とし休学した者の復学年次は、原級に留め置くものとする。た
だし、前期又は後期を区分とし休学した者は、この限りではない。
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（欠席）
第３３条 傷病その他やむをえない事由で欠席しようとするときは、その理由を
付した欠席届を提出しなければならない。
２ 傷病のため１週間以上欠席するときは、欠席届に医師の診断書を添付しなけ
ればならない。
（退学）
第３４条 傷病その他やむをえない事由で退学しようとする者は、理由を付し、
保証人連署をもって願い出て許可を得なければならない。
（除籍）
第３５条 次の各号の一に該当する者は、これを除籍する。
(1) 第５条第２項に規定する在学年数を超えた者
(2) 第31条第１項又は第２項に規定する休学期間を超えた者
(3) 学費の納付を怠り、督促を受けてもなお納入しない者
(4) 外国人留学生で、出入国管理及び難民認定法に定める在留資格を喪失した
者

（転学）
第３６条 本大学の学生で、他の大学に転学を希望する者は、願い出て許可を得
なければならない。

第８章 職員組織
（学長）
第３７条 本大学に学長を置き、全学を統督する。
（学部長）
第３８条 本大学に学部長を置き、学長を補佐して学部を統轄する。
（教職員）
第３９条 本大学に教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員、その他の職員
を置く。
（任期を定めた教員）
第３９条の２ 前条に定める教員について、任期を定めた教員を置くことができ
る。
２ 任期を定めた教員に関する規程は別に定める。
（教授）
第４０条 教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の特に優れた
知識、能力及び実績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、
又は研究に従事する。
（准教授）
第４１条 准教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の優れた知
識、能力及び実績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又
は研究に従事する。
（講師）
第４２条 講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。
（助教）
第４２条の２ 助教は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の知識、
能力を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事
する。
（助手）
第４３条 助手は、その所属する組織における教育研究の円滑な実施に必要な業
務に従事する。
（臨時講師）
第４４条 学長は、必要があると認めたときは、臨時に講師を嘱託することがで
きる。
（名誉教授、客員教授）
第４５条 本大学に名誉教授、客員教授を置くことができる。
２ 名誉教授、客員教授に関する規程は、別に定める。
（その他の職員）
第４６条 事務職員、その他の職員に関する規程は、別に定める。

第９章 教授会
（教授会）
第４７条 本大学の重要な事項を審議するために教授会を置く。
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２ 教授会は、専任の教授、准教授、講師及び助教をもって構成する。
３ 教授会の審議事項は、次のとおりとする。
(1) 教育課程・講義分担等授業に関する事項
(2) 研究予算計画に関する事項
(3) 入学・休学・復学・退学・除籍・転学・卒業等学生の身分に関する事項
(4) 試験及び学業論文等に関する事項
(5) 学生の学業成績の認定及び奨学生等の推薦に関する事項
(6) 学生の指導及び賞罰に関する事項
(7) 教員（助手を含む｡)の選考・任用・休職・退職等身分に関する事項
(8) 学長候補者の推薦に関する事項
(9) 学部長候補者の推薦に関する事項
(10) 教授会委員及び各種委員の選出に関する事項
(11) 名誉教授の称号授与に関する事項
(12) 学長から諮問された事項
(13) 教授会に提案あるいは付託すべき事項
(14) その他必要と認める事項
４ 教授会に関する規程は、別に定める。

第１０章 学費及び入学検定料
（学費）
第４８条 本大学の学生は、別表第５の入学金、授業料その他の学費を納入しな
ければならない。
２ 前項の学費納入時期、納入方法等必要な事項は、別に定める。
（入学検定料）
第４９条 本大学に入学を志願する者は、別表第６に定める入学検定料を納入し
なければならない。
第１１章 奨学金制度

（奨学金）
第５０条 人物・学業成績等が優秀な学生又は経済的に修学困難な事情が生じた
学生にたいしては、選考のうえ奨学金を貸与若しくは給費することがある。
第１２章 賞罰

（表彰）
第５１条 人物・学業ともに優秀な者又は特に善行があって他の模範となる者に
たいしては、教授会の議を経て学長がこれを表彰することがある。
（懲戒）
第５２条 学生が本大学の規則・命令に背き、又は学生の本分に反する行為があ
ったときは、教授会の議を経て学長がこれを懲戒する。
２ 懲戒は、情状により譴責、停学、退学の３種とする。
３ 前項の退学は、次の各号の一に該当するものに対して行うことができる。
(1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者
(2) 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者
(3) 正当の理由がなくて出席常でない者
(4) 本大学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者
（弁償）
第５３条 校舎及び附属する施設・設備を故意に汚損又はき損したときは、相当
の弁償をさせることがある。

第１３章 聴講生､科目等履修生､科目等特別履修生、委託生､外国人
留学生､海外帰国子女

（聴講生）
第５４条 本大学の授業科目の１科目又は数科目の聴講を願い出た者にたいして
は、正規の学生の学修に妨げのない限り選考のうえ聴講生として許可すること
がある。
２ 聴講生に関する規程は、別に定める。
（科目等履修生）
第５５条 本大学の授業科目の１科目又は数科目の履修を願い出た者にたいして
は、正規の学生の学修に妨げのない限り選考のうえ科目等履修生として履修を
許可することがある。
２ 科目等履修生に関する規程は、別に定める。
（科目等特別履修生）
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第５５条の２ 本大学と学生交流協定を締結している国内外の大学又は短期大学
に現に在学している者で、推薦のあった者は、科目等特別履修生として授業科
目の履修を許可することがある。
２ 科目等特別履修生に関する規程は、別に定める。
（委託生）
第５６条 特定の機関・団体等から、本大学の授業科目について修学を委託され
る者があるときは、選考のうえ委託生として許可することがある。
２ 委託生に関する規程は、別に定める。
（外国人留学生）
第５７条 第24条に規定する入学資格を外国で取得した外国籍の者で、本大学を
志望する者は、選考のうえ外国人留学生として入学を許可することがある。
２ 外国人留学生に関する規程は、別に定める。
（海外帰国子女）
第５８条 第24条に規定する入学資格を外国で取得した日本国籍の者で、外国に
おいて相当の期間、中等教育（高等学校に対応する学校における教育をい
う。）を受けた者は、選考のうえ海外帰国子女として入学を許可することがある。
２ 海外帰国子女に関する規程は、別に定める。
（外国人特別生）
第５９条 第24条に規定する入学資格を有しない外国人で、外務省及び在外公館
又は本邦所在の外国公館の確実な紹介のある者は、選考のうえ外国人特別生と
して入学を許可することがある。
２ 外国人特別生に関する規程は、別に定める。

第１４章 図書館
（図書館）
第６０ 本大学に図書館を設け、図書その他の文献及び研究資料を収集管理し、
教職員及び学生並びに館長の許可を受けた一般市民の閲覧に供する。
２ 図書館に関する規程は、別に定める。
第１５章 福利厚生施設

（福利厚生施設）
第６１条 本大学に、保健室、相談室その他必要な福利厚生施設を置く。

第１６章 公開講座
（公開講座）
第６２条 公開講座は、教授会の議を経て随時にこれを開設することができる。
２ 公開講座に関する科目、聴講料についてはその都度これを定める。

附 則
この学則は、平成１０年４月１日から施行する。
附 則

この学則は、平成１１年４月１日から施行し、改正後の第４８条別表第４学費
等は、平成１０年度入学生から適用する。
附 則

この学則は、平成１２年４月１日から施行する。
附 則

この学則は、平成１４年４月１日から施行する。
附 則

この学則は、平成１６年４月１日から施行する。
附 則

この学則は、平成１７年４月１日から施行する。
附 則

この学則は、平成１８年４月１日から施行する。
附 則

この学則は、平成１９年４月１日から施行する。
附 則

この学則は、平成２２年４月１日から施行する。
附 則

この学則は、平成２３年４月１日から施行する。
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別表第１ I 教育課程

（１）国際文化学科
目的 国際文化学科は、多文化理解を深めつつ幅広い教養を身につけ、多角的な
視点をもって様々な分野で国際文化の進展並びに地域社会に貢献できる人材の養
成を目的とする。
Ａ 平成２２年度以降入学生適用

履修単位
授 業 科 目 の 名 称 備 考

必修 選択 自由

大学入門ゼミナール１ ２
入 大学入門ゼミナール２ ２ ４単位以上
門 情報処理入門 ２

仏教学 ２
人 哲学 ２
倫理学 ２
宗教学 ２ ４単位以上

間 心理学 ２
歴史学 ２

授
社会学 ２

社 日本国憲法 ２ ２単位以上
一 会 政治学 ２

業 経済学 ２

般 生物と環境 ２
科 生活と科学 ２ ２単位以上

科 学 自然科学の現在 ２
教 科学技術と社会 ２

目 育 情報とｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ ２
情 情報とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ２
報 ｿﾌﾄｳｪｱとｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ ２ ４単位以上

科 情報セキュリティ ２
の

英語１ １
目 英語２ １

英会話１ １
概 英会話２ １

言 フランス語１ １
フランス語２ １
ドイツ語１ １ ４単位以上

要 語 ドイツ語２ １
中国語１ １
中国語２ １
アイヌ語１ １
アイヌ語２ １
韓国語１ １
韓国語２ １

健 食と健康 ２
康 保健体育 ２ ２単位以上
ス 体育実技Ａ ２
ポ 体育実技Ｂ ２ 体育実技の
｜ 履修上限は
ツ ２単位
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計26単位以上

履修単位
授 業 科 目 の 名 称 備 考

必修 選択 自由

日本文化概論 ２
アイヌ文化概論 ２
禅文化論 ２
欧米文化概論 ２
比較文化概論 ２
多文化社会論 ２
国際関係論Ａ ２ １４単位
国際関係論Ｂ ２ 以上
国際協力論 ２
コミュニケーション論Ａ ２

授 コミュニケーション論Ｂ ２
異文化コミュニケーション ２
情報システム ２

業
専 インド仏教史Ａ ２
インド仏教史Ｂ ２
中国仏教史 ２

科 中国禅思想史 ２
日本仏教史Ａ ２

門 日本仏教史Ｂ ２
日本禅思想史 ２

目 仏教史特講Ａ ２
仏教史特講Ｂ ２
仏教史特講Ｃ ２

科 仏教史特講Ｄ ２
の 仏教説話 ２

曹洞宗学Ａ ２
曹洞宗学Ｂ ２
曹洞宗経典・行持解説 ２

概 目 アジア文化Ａ ２
アジア文化Ｂ ２
アジア文化Ｃ ２
北東アジア民族史 ２

要 北方文化論 ２
アイヌ文化論 ２
アイヌ口承文芸論 ２
アイヌ文学論 ２
アイヌ史Ａ ２
アイヌ史Ｂ ２
日本文化論 ２
日本現代文化論 ２
日本思想史 ２
日本宗教史 ２
日本文学史Ａ ２
日本文学史Ｂ ２
日本現代文学論 ２
日本史研究Ａ ２
日本史研究Ｂ ２
日本地理（地誌を含む）Ａ ２
日本地理（地誌を含む）Ｂ ２
日本民俗学 ２
日本食文化論 ２
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北海道文化論 ２

履修単位
授 業 科 目 の 名 称 備 考

必修 選択 自由

北海道文学論 ２
北海道地方史 ２
北海道地方史特講Ａ ２
北海道地方史特講Ｂ ２
北海道観光論 ２
北海道環境論 ２
北海道の自然と食文化 ２
国際食文化論Ａ ２
国際食文化論Ｂ ２
地域文化論Ａ ２
地域文化論Ｂ ２
地域文化論Ｃ ２
地域環境論 ２
環境保護論 ２
西洋思想史 ２
ヨーロッパ文化Ａ ２
ヨーロッパ文化Ｂ ２
ヨーロッパ文化Ｃ ２

授 ヨーロッパ文化Ｄ ２
ヨーロッパ文化Ｅ ２
イギリス文化論 ２
イギリス文学論 ２

業 ロシア文化論 ２
専 アメリカ文化論Ａ ２
アメリカ文化論Ｂ ２
オセアニア文化論 ２

科 世界史Ａ ２
世界史Ｂ ２

門 世界地理Ａ ２
世界地理Ｂ ２

目 異文化交流論Ａ ２
異文化交流論Ｂ ２
異文化交流論Ｃ ２

科 東西交渉史 ２
の 文化伝承論 ２

比較文化 ２
比較思想 ２
比較宗教 ２

概 目 比較文学 ２
比較憲法 ２
比較政治 ２
法学概論 ２

要 憲法Ａ ２
憲法Ｂ ２
行政法 ２
地方自治法 ２
自治行政 ２
地域経済論 ２
地方財政論 ２
日本法制史 ２
国際法Ａ ２
国際法Ｂ ２
現代スポーツ論 ２
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国際スポーツ論 ２

履修単位
授 業 科 目 の 名 称 備 考

必修 選択 自由

理論社会学 ２
社会人類学 ２
家族社会学Ａ ２

専 家族社会学Ｂ ２
門 女性学 ２
科 社会福祉論 ２
目 高齢者福祉 ２
障害者福祉 ２
臨床心理学 ２
卒業研究 ６

演 専門ゼミナール１ ２
習 専門ゼミナール２ ２
科 専門ゼミナール３ ２
目

坐禅Ａ ２
授 坐禅Ｂ ２
実 坐禅Ｃ ２ ※仏専のみ
坐禅Ｄ ２ ※仏専のみ
伝統文化Ａ １

業 習 伝統文化Ｂ １ 上限２単位
伝統文化Ｃ １
アイヌ文化実習Ａ １

科 アイヌ文化実習Ｂ １
科 国際交流Ａ １

国際交流Ｂ １
目 ボランティア活動 ２

業 インターンシップ ２
フィールドスタディ ２

の 総合講座Ａ ２
総合講座Ｂ ２
総合講座Ｃ ２
総合講座Ｄ ２

概 総合講座Ｅ ２
関 総合講座Ｆ ２
総合講座Ｇ ２
総合講座Ｈ ２

要 連 日本語１ １
日本語２ １
日本語３ １
日本語４ １ 外国人留学

科 日本語５ １ 生
日本語６ １
日本語７ １
日本語８ １

目 日本語９ １
日本語１０ １
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履修単位
授 業 科 目 の 名 称 備 考

必修 選択 自由

実践外国語１ ２
実践外国語２ ２
実践外国語３ ２
実践外国語４ ２ 英語圏等へ
実践外国語５ ２ の留学学生
実践外国語６ ２
実践外国語７ ２
実践外国語８ ２

実践国際交流１ １ 英語圏等へ
実践国際交流２ １ の留学学生
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Ｂ 平成１８～２１年度入学生適用

授 業 科 目 の 名 称 履修単位
備 考

授 必修 選択 自由

業 共 入 大学入門ゼミナール ２
門 日本語表現法１ ２ ２単位以上

科 通 日本語表現法２ ２

目 科 人 仏教学 ２
間 哲学 ２

の 目 倫理学 ２ ４単位以上
宗教学 ２

概 心理学 ２
人類学 ２

要
社 社会学 ２
会 憲法 ２
法学 ２ ２単位以上
政治学 ２
経済学 ２
情報社会 ２

科 生物と環境 ２
学 生活と科学 ２ ２単位以上
自然科学の現在 ２
科学技術と社会 ２

情 情報とｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ ２
報 情報とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ２
ｿﾌﾄｳｪｱとｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ ２ ４単位以上
情報システムと社会 ２

情報処理Ａ ２
情報処理Ｂ ２ ２単位以上
情報処理Ｃ ２ ※１セメスタ
情報処理Ｄ ２ ー１科目の
情報処理Ｅ ２ み受講可能
情報処理Ｆ ２

言 英語１ ２
語 英語２ ２
英会話１ ２
英会話２ ２
フランス語１ ２
フランス語２ ２
ドイツ語１ ２ ４単位以上
ドイツ語２ ２
中国語１ ２
中国語２ ２
アイヌ語１ ２
アイヌ語２ ２
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授 業 科 目 の 名 称 履修単位
備 考

授 必修 選択 自由

業 共 健 食と健康 ２
通 康 保健体育 ２ ２単位以上

科 科 ス 体育実技Ａ ２
目 ポ 体育実技Ｂ ２ 体育実技の

目 ｜ 履修上限は
ツ ２単位

の
計28単位以上

概
専 インド仏教史１ ２

要 インド仏教史２ ２
門 中国仏教史 ２
中国禅思想史 ２

科 日本仏教史 ２
日本禅思想史 ２

目 仏教史特講Ａ ２
仏教史特講Ｂ ２
仏教史特講Ｃ ２
仏教史特講Ｄ ２
禅文化論 ２
仏教説話 ２
曹洞宗学１ ２
曹洞宗学２ ２
曹洞宗経典・行持解説 ２
南アジア文化論 ２
インド思想史 ２
チベット文化論 ２
東アジア文化論 ２
東アジア交流論 ２
東アジア文学交流論 ２
北方文化論 ２
北東アジア民族史 ２
アイヌ文化論 ２
アイヌ口承文芸 ２
アイヌ近代文学論 ２
アイヌ生活史 ２
日本文化論 ２
日本思想史 ２
日本史研究 ２
日本古典文学史 ２
日本近代文学史 ２
日本現代文学論 ２
日本キリスト教史 ２
日本経済論 ２
日本食文化論 ２
民俗学 ２
北海道文化論 ２
北海道文学論 ２
北海道地方史 ２
アイヌ史 ２
地方史研究 ２
北海道観光論 ２
北海道経済論 ２
北海道の自然と食文化 ２
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授 業 科 目 の 名 称 履修単位
備 考

授 必修 選択 自由

業 専 地域文化論Ａ ２
地域文化論Ｂ ２

科 門 地域文化論Ｃ ２
地域経済論 ２

目 科 地域産業論 ２
地域環境論１ ２

の 目 地域環境論２ ２
環境保護論 ２

概 地方自治法 ２
自治行政 ２

要 西洋思想史 ２
ヨーロッパ文化論Ａ ２
ヨーロッパ文化論Ｂ ２
ヨーロッパ文化論Ｃ ２
ヨーロッパ文化論Ｄ ２
ヨーロッパ文化論特講Ａ ２
ヨーロッパ文化論特講Ｂ ２
イギリス文化論 ２
イギリス文学論 ２
アメリカ文化論 ２
アメリカ文化論特講 ２
オセアニア文化論 ２
オセアニア文化論特講 ２
比較文化論 ２
比較文化論特講 ２
比較思想 ２
比較宗教論 ２
比較文学論 ２
比較憲法 ２
比較憲法特講 ２
比較政治 ２
東西交渉史 ２
東西交渉史特講 ２
異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ２
キリスト教伝播論 ２
社会人類学 ２
社会調査論 ２
国際文化論１ ２
国際文化論２ ２
国際社会論１ ２
国際社会論２ ２
国際食文化論１ ２
国際食文化論２ ２
国際情勢１ ２
国際情勢２ ２
経営学総論 ２
国際経営論 ２
経営管理論 ２
経営組織論 ２
経営分析論 ２
労務管理論 ２
金融論 ２
国際金融論 ２
財政論 ２
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授 業 科 目 の 名 称 履修単位
備 考

授 必修 選択 自由

専 会計学総論 ２
業 財務会計論 ２
門 原価計算論 ２

科 管理会計論 ２
科 簿記学１ ２

目 簿記学２ ２
目 簿記学３ ２

の 国際経済論 ２
国際貿易論 ２

概 物流サービス論 ２
マーケティング論 ２

要 中小企業論 ２
ＮＰＯマネジメント ２
国際協力論 ２
データベース ４
システム設計 ４
データマイニング ２
英文講読１ ２
英文講読２ ２
時事英語１ ２
時事英語２ ２
Composition English1 ２
Composition English2 ２
Communication English1 ２
Communication English2 ２
Discussion1 ２
Discussion2 ２
Debate1 ２
Debate2 ２
英語学概論 ２
英文法 ２
英米文学史１ ２
英米文学史２ ２
作品鑑賞１ ２
作品鑑賞２ ２
総合英語Ａ ２
総合英語Ｂ ２
総合英語Ｃ ２
総合英語Ｄ ２
総合英語Ｅ ２
総合英語Ｆ ２

演 専門ゼミナール１ ２
習 専門ゼミナール２ ２
科 専門ゼミナール３ ２
目 卒業研究 ６

実 坐禅Ａ ２
習 坐禅Ｂ ２
科 坐禅Ｃ ２ 仏専のみ
目 坐禅Ｄ ２ 仏専のみ
伝統文化Ａ １
伝統文化Ｂ １ 上限２単位
伝統文化Ｃ １
伝統文化Ｄ １
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授 業 科 目 の 名 称 履修単位
備 考

授 必修 選択 自由

業 実 アイヌ文化Ａ １
習 アイヌ文化Ｂ １

科 科 国際交流Ａ １
目 国際交流Ｂ １

目 ボランティア活動 ２
企業研修 ２

の 海外研修 ２

概 自 国際法 ２
法史学 ２

要 由 女性学 ２
臨床心理学 ２

科 多文化社会論 ２
理論社会学 ２

目 社会福祉論 ２
高齢者福祉 ２
障害者福祉 ２
児童福祉 ２
コミュニケーション論１ ２
コミュニケーション論２ ２
マスコミ論１ ２
マスコミ論２ ２
ジャーナリズム論１ ２
ジャーナリズム論２ ２
家族関係論１ ２
家族関係論２ ２
国際関係論１ ２
国際関係論２ ２
国際スポーツ論１ ２
国際スポーツ論２ ２
情報検索と問題解決 ２
プログラミング ４
ネットワーク技術 ２
マルチメディア演習 ４
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ ４
情報と職業 ２
世界史１ ２
世界史２ ２
日本地理(地誌を含む）１ ２
日本地理(地誌を含む）２ ２
世界地理１ ２
世界地理２ ２
総合講座Ａ ２
総合講座Ｂ ２
総合講座Ｃ ２
総合講座Ｄ ２
総合講座Ｅ ２
総合講座Ｆ ２
総合講座Ｇ ２
総合講座Ｈ ２
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授 業 科 目 の 名 称 履修単位
備 考

授 必修 選択 自由

業 自 実践外国語１ ２
実践外国語２ ２

科 由 実践外国語３ ２
実践外国語４ ２ 英語圏等へ

目 科 実践外国語５ ２ の留学学生
実践外国語６ ２

の 目 実践外国語７ ２
実践外国語８ ２

概
日本語１ ２

要 日本語２ ２
日本語３ ２
日本語４ ２
日本語５ ２ 外国人留学
日本語６ ２ 生
日本語７ ２
日本語８ ２
日本語９ ２
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Ｃ 平成１７年度以前入学生適用

授 業 科 目 の 名 称 履修単位
備 考

授 必修 選択 自由

業 共 入 大学入門ゼミナール ２
門 日本語表現法１ ２ ２単位以上

科 通 日本語表現法２ ２

目 科 人 仏教学 ２
間 哲学 ２

の 目 倫理学 ２ ４単位以上
宗教学 ２

概 心理学 ２
人類学 ２

要
社 社会学 ２
会 憲法 ２
法学 ２ ２単位以上
政治学 ２
経済学 ２
情報社会 ２

科 生物と環境 ２
学 生活と科学 ２
自然科学の現在 ２ ２単位以上
科学技術と社会 ２

情 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ１ ２
報 情報処理 １ ２ ４単位以上
情報処理 ２ ２

言 英語１ ２
語 英語２ ２
英会話１ ２
英会話２ ２
フランス語１ ２
フランス語２ ２
ドイツ語１ ２ ４単位以上
ドイツ語２ ２
中国語１ ２
中国語２ ２
アイヌ語１ ２
アイヌ語２ ２

健 食と健康 ２
康 保健体育 ２ ２単位以上
ス 体育実技Ａ ２
ポ 体育実技Ｂ ２ 体育実技の
｜ 履修上限は
ツ ２単位

計28単位以上
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履修単位
授 業 科 目 の 名 称 備 考
授 必修 選択 自由

業 専 インド仏教史１ ２
インド仏教史２ ２

科 門 中国仏教史 ２
中国禅思想史 ２

目 科 日本仏教史 ２
日本禅思想史 ２

の 目 仏教史特講Ａ ２
仏教史特講Ｂ ２

概 仏教史特講Ｃ ２
仏教史特講Ｄ ２

要 禅文化論 ２
仏教説話 ２
曹洞宗学１ ２
曹洞宗学２ ２
曹洞宗経典・行持解説 ２
南アジア文化論 ２
インド思想史 ２
チベット文化論 ２
東アジア文化論 ２
東アジア交流論 ２
東アジア文学交流論 ２
北方文化論 ２
北東アジア民族史 ２
アイヌ文化論 ２
アイヌ口承文芸 ２
アイヌ近代文学論 ２
アイヌ生活史 ２
日本文化論 ２
日本思想史 ２
日本史研究 ２
日本古典文学史 ２
日本近代文学史 ２
日本現代文学論 ２
日本キリスト教史 ２
日本経済論 ２
日本食文化論 ２
民俗学 ２
北海道文化論 ２
北海道文学論 ２
北海道地方史 ２
アイヌ史 ２
地方史研究 ２
北海道観光論 ２
北海道経済論 ２
北海道の自然と食文化 ２
地域文化論Ａ ２
地域文化論Ｂ ２
地域文化論Ｃ ２
地域経済論 ２
地域産業論 ２
地域環境論１ ２
地域環境論２ ２
環境保護論 ２
地方自治法 ２



- 21 -

授 業 科 目 の 名 称 履修単位
備 考

授 必修 選択 自由

業 専 自治行政 ２
西洋思想史 ２

科 門 ヨーロッパ文化論Ａ ２
ヨーロッパ文化論Ｂ ２

目 科 ヨーロッパ文化論Ｃ ２
ヨーロッパ文化論Ｄ ２

の 目 ヨーロッパ文化論特講Ａ ２
ヨーロッパ文化論特講Ｂ ２

概 イギリス文化論 ２
イギリス文学論 ２

要 アメリカ文化論 ２
アメリカ文化論特講 ２
オセアニア文化論 ２
オセアニア文化論特講 ２
比較文化論 ２
比較文化論特講 ２
比較思想 ２
比較宗教論 ２
比較文学論 ２
比較憲法 ２
比較憲法特講 ２
比較政治 ２
東西交渉史 ２
東西交渉史特講 ２
異文化コミュニケーション ２
キリスト教伝播論 ２
社会人類学 ２
社会調査論 ２
国際文化論１ ２
国際文化論２ ２
国際社会論１ ２
国際社会論２ ２
国際食文化論１ ２
国際食文化論２ ２
国際情勢１ ２
国際情勢２ ２
経営学総論 ２
国際経営論 ２
経営管理論 ２
経営組織論 ２
経営分析論 ２
労務管理論 ２
金融論 ２
国際金融論 ２
財政論 ２
会計学総論 ２
財務会計論 ２
原価計算論 ２
管理会計論 ２
簿記学１ ２
簿記学２ ２
簿記学３ ２
国際経済論 ２
国際貿易論 ２
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授 業 科 目 の 名 称 履修単位
備 考

授 必修 選択 自由

業 専 物流サービス論 ２
マーケティング論 ２

科 門 中小企業論 ２
ＮＰＯマネジメント ２

目 科 国際協力論 ２
データベース ４

の 目 システム設計 ４
データマイニング ２

概 英文講読１ ２
英文講読２ ２

要 時事英語１ ２
時事英語２ ２
Composition English1 ２
Composition English2 ２
Communication English1 ２
Communication English2 ２
Discussion1 ２
Discussion2 ２
Debate1 ２
Debate2 ２
英語学概論 ２
英文法 ２
英米文学史１ ２
英米文学史２ ２
作品鑑賞１ ２
作品鑑賞２ ２
総合英語Ａ ２
総合英語Ｂ ２
総合英語Ｃ ２
総合英語Ｄ ２
総合英語Ｅ ２
総合英語Ｆ ２

演 専門ゼミナール１ ２
習 専門ゼミナール２ ２
科 専門ゼミナール３ ２
目 卒業研究 ６

実 坐禅Ａ ２
習 坐禅Ｂ ２
科 坐禅Ｃ ２ 仏専のみ
目 坐禅Ｄ ２ 仏専のみ
伝統文化Ａ １
伝統文化Ｂ １ 上限２単位
伝統文化Ｃ １
伝統文化Ｄ １
アイヌ文化Ａ １
アイヌ文化Ｂ １
国際交流Ａ １
国際交流Ｂ １
ボランティア活動 ２
企業研修 ２
海外研修 ２
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授 業 科 目 の 名 称 履修単位
備 考

授 必修 選択 自由

業 自 国際法 ２
法史学 ２

科 由 女性学 ２
臨床心理学 ２

目 科 多文化社会論 ２
理論社会学 ２

の 目 社会福祉論 ２
高齢者福祉 ２

概 障害者福祉 ２
児童福祉 ２

要 コミュニケーション論１ ２
コミュニケーション論２ ２
マスコミ論１ ２
マスコミ論２ ２
ジャーナリズム論１ ２
ジャーナリズム論２ ２
家族関係論１ ２
家族関係論２ ２
国際関係論１ ２
国際関係論２ ２
国際スポーツ論１ ２
国際スポーツ論２ ２
情報通信ネットワーク１ ２
情報通信ネットワーク２ ２
コンピュータシステム２ ２
情報システムと社会 ２
情報検索と問題解決 ２
プログラミング ４
マルチメディア演習 ４
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ ４
情報と職業 ２
世界史１ ２
世界史２ ２
日本地理（地誌を含む）１ ２
日本地理（地誌を含む）２ ２
世界地理１ ２
世界地理２ ２
総合講座Ａ ２
総合講座Ｂ ２
総合講座Ｃ ２
総合講座Ｄ ２
総合講座Ｅ ２
総合講座Ｆ ２
総合講座Ｇ ２
総合講座Ｈ ２
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授 業 科 目 の 名 称 履修単位
備 考

授 必修 選択 自由

業 自 実践外国語１ ２
実践外国語２ ２

科 由 実践外国語３ ２
実践外国語４ ２ 英語圏等へ

目 科 実践外国語５ ２ の留学学生
実践外国語６ ２

の 目 実践外国語７ ２
実践外国語８ ２

概
日本語１ ２

要 日本語２ ２
日本語３ ２
日本語４ ２
日本語５ ２ 外国人留学
日本語６ ２ 生
日本語７ ２
日本語８ ２
日本語９ ２
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（２）国際コミュニケーション学科
目的 国際コミュニケーション学科は、情報・通信に関する知識、経済とビジネ
スの基本、高度な英語コミュニケーション能力を身につけ、国際文化の進展並び
に地域社会に貢献できる人材の養成を目的とする。
Ａ 平成２２年度以降入学生適用

履修単位
授 業 科 目 の 名 称 備 考

必修 選択 自由

大学入門ゼミナール１ ２
入 大学入門ゼミナール２ ２ ４単位以上
門 情報処理入門 ２

仏教学 ２
人 哲学 ２
倫理学 ２
宗教学 ２ ４単位以上

間 心理学 ２
歴史学 ２

授
社会学 ２

社 日本国憲法 ２ ２単位以上
一 会 政治学 ２
業 経済学 ２

般 生物と環境 ２
科 生活と科学 ２ ２単位以上

科 学 自然科学の現在 ２
教 科学技術と社会 ２

目 育 情報とｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ ２
情 情報とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ２
報 ｿﾌﾄｳｪｱとｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ ２ ４単位以上

科 情報セキュリティ ２
の

英語１ １
目 英語２ １

英会話１ １
概 英会話２ １

言 フランス語１ １
フランス語２ １
ドイツ語１ １ ４単位以上

要 語 ドイツ語２ １
中国語１ １
中国語２ １
アイヌ語１ １
アイヌ語２ １
韓国語１ １
韓国語２ １

健 食と健康 ２
康 保健体育 ２ ２単位以上
ス 体育実技Ａ ２
ポ 体育実技Ｂ ２ 体育実技の
｜ 履修上限は
ツ ２単位

計26単位以上
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履修単位
授 業 科 目 の 名 称 備 考

必修 選択 自由

日本文化概論 ２
アイヌ文化概論 ２
禅文化論 ２
欧米文化概論 ２
比較文化概論 ２
多文化社会論 ２
国際関係論Ａ ２ １４単位
国際関係論Ｂ ２ 以上
国際協力論 ２

授 コミュニケーション論Ａ ２
コミュニケーション論Ｂ ２
異文化コミュニケーション ２
情報システム ２

業
専 日本経済論 ２
地域経済論 ２
アジア経済論 ２

科 経営学総論 ２
経営分析論 ２

門 財務会計論 ２
原価計算論 ２

目 管理会計論 ２
簿記特別演習Ａ ４
簿記特別演習Ｂ ４

科 情報ｼｽﾃﾑの開発と利用 ２
の 情報の検索と発信 ２

データベース ４
データマイニング ２
プログラミング入門 ２

概 目 応用プログラミング ２
マルチメディア ２
表計算 ２
情報特別演習Ａ ４

要 情報特別演習Ｂ ４
Basic English Skill１ ２
Basic English Skill２ ２
Basic English Skill３ ２
Basic English Skill４ ２
Reading１ ２
Reading２ ２
Composition English１ ２
Composition English２ ２
Communication English ２
Discussion１ ２
Discussion２ ２
Debate ２
英語学概論 ２
英文法Ａ ２
英文法Ｂ ２
時事英語 ２
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履修単位
授 業 科 目 の 名 称 備 考

必修 選択 自由

総合英語Ａ ２
総合英語Ｂ ２
総合英語Ｃ ２
総合英語Ｄ ２
総合英語Ｅ ２
英米文学史Ａ ２
英米文学史Ｂ ２
作品鑑賞Ａ ２

専 作品鑑賞Ｂ ２
イギリス文化論 ２
イギリス文学論 ２

門 アメリカ文化論Ａ ２
アメリカ文化論Ｂ ２
世界史Ａ ２

科 世界史Ｂ ２
世界地理Ａ ２
世界地理Ｂ ２

目 理論社会学 ２
臨床心理学 ２

授 卒業研究 ６

演 専門ゼミナール１ ２
習 専門ゼミナール２ ２

業 科 専門ゼミナール３ ２
目

坐禅Ａ ２
科 実 坐禅Ｂ ２

伝統文化Ａ １
伝統文化Ｂ １ 上限２単位

習 伝統文化Ｃ １
目 アイヌ文化実習Ａ １

アイヌ文化実習Ｂ １
科 国際交流Ａ １
国際交流Ｂ １

業 ボランティア活動 ２
目 インターンシップ ２
フィールドスタディ ２

の 総合講座Ａ ２
関 総合講座Ｂ ２
総合講座Ｃ ２

連 総合講座Ｄ ２
概 総合講座Ｅ ２
科 総合講座Ｆ ２
総合講座Ｇ ２

要 目 総合講座Ｈ ２
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履修単位
授 業 科 目 の 名 称 備 考

必修 選択 自由

日本語１ １
日本語２ １
日本語３ １
日本語４ １ 外国人留学
日本語５ １ 生
日本語６ １
日本語７ １
日本語８ １
日本語９ １
日本語１０ １

実践外国語１ ２
実践外国語２ ２
実践外国語３ ２ 英語圏等へ
実践外国語４ ２ の留学学生
実践外国語５ ２
実践外国語６ ２
実践外国語７ ２
実践外国語８ ２

実践国際交流１ １ 英語圏等へ
実践国際交流２ １ の留学学生
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Ｂ 平成１８～２１年度入学生適用

履修単位
授業科目の名称 備 考

必修 選択 自由

授 基 こ 仏教学１ ２
こ 仏教学２ ２
ろ 哲学 ２

業 礎 倫理学 ２

科 科 人 憲法 ２
間 現代社会と法 ２
と 現代社会と政治 ２

目 目 社 現代社会と経済 ２
会 現代社会と情報 ２
※日本事情 ２ ※留学生のみ

の

人 生物と環境 ２
概 間 生活と科学 ２

と 先端の科学技術 ２
科 健康と医学 ２

要 学

ス 保健体育 ２
ポ 体育実技(球技1) ２
｜ 体育実技(球技２) ２
ツ 体育実技
(ｳｲﾝﾀｰｽﾎﾟｰﾂ) ２
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾅﾙｽﾎﾟｰﾂ ２

計14単位以上

言 Freshman English ２
語 Advanced English ２
コ Integrated English ２
ミ Communication
ﾕ English(初級１) ２
ニ Communication
ケ English(初級２) ２
｜ Communication
シ English(中級１) ２
ﾖ Communication
ン English(中級２) ２
科 Communication
目 English (上級) ２
Communication
English(ﾃﾞｨﾍﾞｲ ﾄ) ２

時事英語 ２
英語学概論 ２
英文法 ２
中国語１ ２
中国語２ ２
ロシア語 ２
フランス語１ ２
フランス語２ ２
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履修単位
授業科目の名称 備 考

必修 選択 自由

授 言語 ドイツ語１ ２
ｺﾐｭﾆ ドイツ語２ ２
ｹｰｼｮ スペイン語 ２
業 ﾝ科 アイヌ語１ ２
目 アイヌ語２ ２ 12単位以上

科 コ 情 情報とｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ ２
ン 報
ピ 入 情報とｺﾐｭﾆｹｰｼｮ ２

目 ュ 門 ﾝ
｜
タ ｿﾌﾄｳｪｱとｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ ２

の コ 情 情報ｼｽﾃﾑと社会 ２
ミ 報 情報処理Ａ ２
ュ 処 情報処理Ｂ ２ ※情報処理Ａ～Ｆ

概 ニ 理 情報処理Ｃ ２ は、１セメスタ
ケ 情報処理Ｄ ２ ー１科目のみ受
｜ 情報処理Ｅ ２ 講可能

要 シ 情報処理Ｆ ２
ョ ６単位以上
ン
科 データベース ４
目 システム設計 ４
情 プログラミング ４
報 ネットワーク技術 ２
応 データマイニング ２
用 情報検索と問題解決 ２
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ演習 ４
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ ４
情報と職業 ２ 10単位以上

専 コ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ概論１ ２
ミ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ概論２ ２
ュ ﾏｽ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ概論１ ２

門 ニ ﾏｽ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ概論２ ２
ケ 異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ２
｜ 言語的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ概論１ ２

科 シ 言語的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ概論２ ２
ョ 非言語的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
ン 概論１(音楽表現） ２

目 基 非言語的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
幹 概論２(造形表現) ２
科 非言語的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

Ⅰ 目 概論３(行動表現) ２
非言語的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

概論４(映像表現) ２
家族関係論１ ２
家族関係論２ ２
ビジネスサイクル ２
地域環境論 ２
心理学 ２
臨床心理学 ２
社会学概論１ ２
社会学概論２ ２ 18単位以上
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履修単位
授業科目の名称 備 考

必修 選択 自由

授 専 国 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ概論 ２
際 国際関係論１ ２

門 コ 国際関係論２ ２
業 ミ 国際情勢１ ２
科 ュ 国際情勢２ ２
ニ 国際危機管理論１ ２

科 目 ケ 国際危機管理論２ ２
｜ 国際経営論１ ２

Ⅰ シ 国際経営論２ ２
目 ョ 国際社会論１ ２

ン 国際社会論２ ２
国際文化論１ ２

の 国際文化論２ ２
国際情報論１ ２
国際情報論２ ２

概 国際サービス論 ２
国際スポーツ論１ ２
国際スポーツ論２ ２

要 国際ビジネス ２
国際食文化論１ ２
国際食文化論２ ２
日本食文化論１ ２
日本食文化論２ ２
国際協力論 ２ 18単位以上

国 日本文化論１ ２
際 日本文化論２ ２
地 ロシア文化論１ ２
域 ロシア文化論２ ２
・ 中国文化論１ ２
比 中国文化論２ ２
較 インド文化論１ ２
文 インド文化論２ ２
化 イギリス文化論１ ２
イギリス文化論２ ２
ドイツ文化論１ ２
ドイツ文化論２ ２
フランス文化論１ ２
フランス文化論２ ２
スペイン文化論１ ２
スペイン文化論２ ２
アメリカ文化論１ ２
アメリカ文化論２ ２
ｵｾｱﾆｱ文化論１ ２
ｵｾｱﾆｱ文化論２ ２
比較文化論１ ２
比較文化論２ ２
比較宗教論１ ２
比較宗教論２ ２
英米文学史１ ２
英米文学史２ ２
作品鑑賞１ ２
作品鑑賞２ ２ ６単位以上
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履修単位
授業科目の名称 備 考

必修 選択 自由

授 専 国 海外研修 ２
際 国際交流Ａ １

門 コ 国際交流Ｂ １
業 ミ 国際ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ１ ２
科 ュ 国際ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ２ ２
｜ 企業研修 ２

科 目 シ 日本伝統文化Ａ １
ョ 日本伝統文化Ｂ １

Ⅱ ン 日本伝統文化Ｃ １ 上限２単位
目 実 日本伝統文化Ｄ １

習 坐禅Ａ ２
坐禅Ｂ ２

の
６単位以上

概 国 大学入門ｾﾞﾐﾅｰﾙ ２
際 専門ゼミナール１ ２
コ 専門ゼミナール２ ２

要 ミ 専門ゼミナール３ ２
ュ 卒業研究 ６
ニ
ケ
｜
シ ８単位以上
ョ
ン
関
連
ゼ
ミ

自 総合講座Ａ ２
総合講座Ｂ ２

由 総合講座Ｃ ２
総合講座Ｄ ２

科 総合講座Ｅ ２
総合講座Ｆ ２

目 総合講座Ｇ ２
総合講座Ｈ ２
科学技術と社会 ２
食と健康 ２
禅文化論 ２
総合英語Ａ ２
総合英語Ｂ ２
総合英語Ｃ ２
総合英語Ｄ ２
総合英語Ｅ ２
総合英語Ｆ ２
社会調査論 ２
国際法 ２
法史学 ２
女性学 ２
多文化社会論 ２
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履修単位
授業科目の名称 備 考

必修 選択 自由

授 自 社会福祉論 ２
高齢者福祉 ２

業 由 障害者福祉 ２
児童福祉 ２

科 科
実践外国語１ ２

目 目 実践外国語２ ２
実践外国語３ ２

の 実践外国語４ ２ 英語圏等へ
実践外国語５ ２ の留学学生

概 実践外国語６ ２
実践外国語７ ２

要 実践外国語８ ２

日本語１ ２
日本語２ ２
日本語３ ２
日本語４ ２
日本語５ ２ 外国人留学
日本語６ ２ 生
日本語７ ２
日本語８ ２
日本語９ ２
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Ｃ 平成１７年度以前入学生適用

履修単位
授 業 科 目 の 名 称 備 考

必修 選択 自由

基 こ 仏教学１ ２
こ 仏教学２ ２

礎 ろ 哲学 ２
倫理学 ２

科
授
目 人 憲法 ２
間 現代社会と法 ２

業 と 現代社会と政治 ２
社 現代社会と経済 ２
会 現代社会と情報 ２

科 ※日本事情 ２ ※留学生のみ

目 人 生物と環境 ２
間 生活と科学 ２
と 先端の科学技術 ２

の 科 健康と医学 ２
学

概 ス 保健体育 ２
ポ 体育実技(球技1) ２
｜ 体育実技(球技２) ２

要 ツ 体育実技
(ｳｲﾝﾀｰｽﾎﾟｰﾂ) ２
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾅﾙｽﾎﾟｰﾂ ２

計14単位以上

言 国 Freshman English ２
語 Advanced English ２
コ 際 Integrated English ２
ミ Communication
ﾕ 語 English(初級１) ２
ニ Communication
ケ 英 English(初級２) ２
｜ Communication
シ 語 English(中級１) ２
ﾖ Communication
ン English(中級２) ２
科 Communication
目 English (上級) ２

Communication
English(ﾃﾞｨﾍﾞｲ ﾄ) ２
時事英語 ２
英語学概論 ２
英文法 ２
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履修単位
授 業 科 目 の 名 称 備 考

必修 選択 自由

授 言ン 第 中国語（初級） ２
語科 二 中国語（中級） ２
業 コ目 外 ロシア語 ２
ミ 国 フランス語 ２
科 ﾕ 語 ドイツ語 ２
ニ スペイン語 ２
目 ケ
｜

の シ 日 日本語１（初級） ２
ｮ 本 日本語２（中級） ２

概 語 日本語３（上級） ２
計12単位以上

要
ｺ ﾕ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ１ ２
ﾝ ﾆ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ２ ２
ﾋﾟｹ 情報処理１ ２
ｭ | 情報処理２ ２
| ｼ プログラミング ４
ﾀ ﾖ 情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸ１ ２
ｺ ﾝ 情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸ２ ２
ﾐ 科 データベース ４
目 システム設計 ４
情報検索演習１ ２
情報検索演習２ ２
マルチメディア演習 ４
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ ４ 20単位以上
情報と職業 ２

専 コ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ概論１ ２
ミ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ概論２ ２
ュ ﾏｽ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ概論１ ２

門 ニ ﾏｽ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ概論２ ２
ケ 異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ２
｜ 言語的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ概論１ ２

科 シ 言語的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ概論２ ２
ョ 非言語的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
ン 概論１(音楽表現） ２

目 基 非言語的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
幹 概論２(造形表現) ２
科 非言語的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

Ⅰ 目 概論３(行動表現) ２
非言語的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

概論４(映像表現) ２
家族関係論１ ２
家族関係論２ ２
ビジネスサイクル ２
地域環境論 ２
心理学概論１ ２
心理学概論２ ２
社会学概論１ ２
社会学概論２ ２ 20単位以上
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履修単位
授 業 科 目 の 名 称 備 考

必修 選択 自由

授 専 国 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ概論 ２
際 国際関係論１ ２

業 コ 国際関係論２ ２
門 ミ 国際情勢１ ２

科 ュ 国際情勢２ ２
ニ 国際危機管理論１ ２

目 科 ケ 国際危機管理論２ ２
｜ 国際経営論１ ２

の シ 国際経営論２ ２
目 ョ 国際社会論１ ２

概 ン 国際社会論２ ２
国際文化論１ ２

要 国際文化論２ ２
Ⅰ 国際情報論１ ２

国際情報論２ ２
国際サービス論 ２
国際スポーツ論１ ２
国際スポーツ論２ ２
国際ビジネス ２
国際食文化論１ ２
国際食文化論２ ２
日本食文化論１ ２
日本食文化論２ ２
国際協力論 ２
(含むNGO国際支援) 22単位以上

国 日本文化論１ ２
際 日本文化論２ ２
地 ロシア文化論１ ２
域 ロシア文化論２ ２
・ 中国文化論１ ２
比 中国文化論２ ２
較 インド文化論１ ２
文 インド文化論２ ２
化 イギリス文化論１ ２
イギリス文化論２ ２
ドイツ文化論１ ２
ドイツ文化論２ ２
フランス文化論１ ２
フランス文化論２ ２
スペイン文化論１ ２
スペイン文化論２ ２
アメリカ文化論１ ２
アメリカ文化論２ ２
ｵｾｱﾆｱ文化論１ ２
ｵｾｱﾆｱ文化論２ ２
比較文化論１ ２
比較文化論２ ２
比較宗教論１ ２
比較宗教論２ ２
英米文学史１ ２
英米文学史２ ２
作品鑑賞１ ２
作品鑑賞２ ２ 20単位以上
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履修単位
授 業 科 目 の 名 称 備 考

必修 選択 自由

授 専 国 海外研修 ２
際 国際交流１ １

業 門 コ 国際交流２ １
ミ 国際ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ１ ２

科 科 ュ 国際ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ２ ２
ニ 企業研修 ２

目 Ⅱ ケ 日本伝統文化１ １
｜ 日本伝統文化２ １

の シ 坐禅１ ２
ョ 坐禅２ ２

概 ン
実
習

要
国 演習１(入門） ２
際 演習２(専門基礎) ２
コ 演習３(専門発展) ２
ミ 演習４(専門完結) ２
ュ
ニ
ケ
｜
シ 16単位以上
ョ
ン
関
連
ゼ
ミ

自 総合講座Ⅰ ２
総合講座Ⅱ ２
総合講座Ⅲ ２

由 総合講座Ⅳ ２
総合講座Ⅴ ２
総合講座Ⅵ ２

科 総合講座Ⅶ ２
科学技術と社会 ２
フランス語２ ２

目 ドイツ語２ ２
アイヌ語１ ２
アイヌ語２ ２
食と健康 ２
禅文化論 ２
総合英語Ａ ２
総合英語Ｂ ２
総合英語Ｃ ２
総合英語Ｄ ２
総合英語Ｅ ２
総合英語Ｆ ２
社会調査論 ２
国際法 ２
法史学 ２
女性学 ２
多文化社会論 ２
社会福祉論 ２
高齢者福祉 ２
障害者福祉 ２
児童福祉 ２
総合講座Ｈ ２
心理学 ２
臨床心理学 ２
情報システムと社会 ２
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Ⅱ 履修方法
学生は、教育課程に定める授業科目について卒業までに次のように
履修し、単位を修得しなければならない。

１ 国際文化学部
（１）国際文化学科

Ａ 平成２２年度以降入学生適用

選択
区 分 必修 必修 選択 広域選択

入門 ４

人間 ２ ２
一
般 社会 ２
教
育 科学 ２ ４
科
目 情報 ４

言語 ４

健康スポーツ ２
１６

専 学科指定 １４
門
科 所属ｺｰｽ ２４
目 コース指定 から３２

演 習 科 目 ６

実 習 科 目 ６

関 連 科 目

小 計 １２ ６２ ３４ １６

合 計 １２４
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Ｂ 平成１８～２１年度入学生適用

区 分 必 修 選択必修 選択 広域選択 卒業要件単位

共 入門 ２
通
科 人間 ２ ２
目
社会 ２

科学 ２ ６ 28単位以上

情報 ６

言語 ４

健康スポーツ ２
２２

専 仏教文化論コース
門
科 比較文化論コース 所属コ 所属コ
目 ースか ースか
英語文化論コース ら３２ ら３０ 62単位以上

企業文化論コース

北海道地域文化論ｺｰｽ

演 習 科 目 ６ 6単位以上

実 習 科 目 ６ 6単位以上

自 由 科 目

合 計 １０ ５６ ３６ ２２ 124単位以上
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Ｃ 平成１７年度以前入学生適用

区 分 必 修 選択必修 選択 広域選択 卒業要件単位

共 入門 ２
通
科 人間 ２ ２
目
社会 ２

科学 ２ ８ 28単位以上

情報 ４

言語 ４

健康スポーツ ２
２２

専 仏教文化論コース
門
科 比較文化論コース 所属コ 所属コ
目 ースか ースか
英語文化論コース ら３２ ら３０ 62単位以上

企業文化論コース

北海道地域文化論ｺｰｽ

演 習 科 目 ６ 6単位以上

実 習 科 目 ６ 6単位以上

自 由 科 目

合 計 １０ ５４ ３８ ２２ 124単位以上

※平成１５年度入学生の１年次修得科目の認定対応科目については、別に定め
る。また、平成１６年度から廃止となった５科目の認定についても、別に定め
る。
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（２）国際コミュニケーション学科

Ａ 平成２２年度以降入学生適用

選択
区 分 必修 必修 選択 広域選択

入門 ４

人間 ２ ２
一
般 社会 ２
教
育 科学 ２ ４
科
目 情報 ４

言語 ４

健康スポーツ ２
１６

専 学科指定 １４
門
科 所属ｺｰｽ ２４
目 コース指定 から３２

演 習 科 目 ６

実 習 科 目 ６

関 連 科 目

小 計 １２ ６２ ３４ １６

合 計 １２４
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Ｂ 平成１８～２１年度入学生適用

区 分 必修 選択必修 広域選択 卒業要件単位

こころ
基
礎 人間と社会
科 １４ １４単位以上
目 人間と科学

スポーツ

言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科目 ４ ８ １２単位以上

コュ 情報入門 ４
ンニ
ピケ
ユ

－

情報処理 ６ ２０単位以上－

シ
タョ
コン 情報応用 １０
ミ科
目

２２
専 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ基幹科目 １８ １８単位以上
門
科 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ １８ １８単位以上
目
Ⅰ 国際地域・比較文化 ６ ６単位以上

専 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実習 ６
門
科 １４単位以上
目 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ関連ｾﾞﾐ ８
Ⅱ

自 由 科 目

合 計 １６ ８６ ２２ 124単位以上
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Ｃ 平成１７年度以前入学生適用

区 分 必 修 選 択 必 修 卒業要件単位

基 こころ
礎
科 人間と社会
目 １４ １４単位以上
人間と科学

スポーツ

言ケ 国際語（英語） ４
語

－

コシ ８
ミョ 第二外国語 １２単位以上
ュン
ニ科
目 日本語

コュ
ンニ
ピケ
ユ

－
－

シ １０ １０ ２０単位以上
タョ
コン
ミ科
目

専 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ基幹科目 ２０ ２０単位以上
門
科 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ２２ ２２単位以上
目
Ⅰ 国際地域・比較文化 ２０ ２０単位以上

専 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実習
門
科 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ関連ｾﾞﾐ ４ １２ １６単位以上
目
Ⅱ

合 計 １８ １０６ １２４単位以上
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別表第２

履 修 単 位
授業科目

必 修 選 択

教職概論 ２
教育原理 ２
教育心理学 ２
教育関係法 ２
教育課程論 ２
教育情報学 ２ 教科教育法は取
社会科教育法Ⅰ ２ 得する免許状の
社会科教育法Ⅱ ２ 教科ごとに取得
社会科教育法Ⅲ ２ する。
公民科教育法Ⅰ ２ ただし英語科教
公民科教育法Ⅱ ２ 育法Ⅲ・Ⅳは中
英語科教育法Ⅰ ２ 学校の免許状を
英語科教育法Ⅱ ２ 取得する場合の
英語科教育法Ⅲ ２ のみ必修
英語科教育法Ⅳ ２

道徳教育の研究 ２ 中学校の免許状
を取得する場合

特別活動の研究 ２ のみ必修
生徒の指導研究 ２
教職実践演習（中・高） ２
教育実習Ⅰ １
教育実習Ⅱ ２
教育実習Ⅲ ２ 中学校の免許状

を取得する場合
のみ必修

別表第３

履 修 単 位
授業科目

必 修 選 択

学校経営と学校図書館 ２
学校図書館メディアの構成 ２
学習指導と学校図書館 ２
読書と豊かな人間性 ２
情報メディアの活用 ２

注 学校図書館司書教諭の資格を取得するには、教育職員免許状を取得し、上
記の授業科目及び単位を修得しなければならない。
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別表第４

履 修 単 位
授業科目 備 考

必修 選択

博物館学概論 ２
博物館論１ ２
博物館論２ ２
博物館学実習 ３
教育原理 ２
情報メディアの活用 ２
生涯学習概論 ２
考古学 ２
民俗学 ２
人類学 ２
社会調査論 ２
生活と科学 ２
生物と環境 ２
仏教美術史 ２
禅文化論 ２
インド仏教史１ ２
インド仏教史２ ２
中国仏教史 ２
中国禅思想史 ２
日本仏教史 ２
仏教史特講Ａ ２
仏教史特講Ｂ ２
仏教史特講Ｃ ２
仏教史特講Ｄ ２
日本文化論 ２
日本史研究 ２
日本地理(地誌を含む)１ ２
日本地理(地誌を含む)２ ２
日本キリスト教史 ２
日本食文化論 ２
日本思想史 ２
日本古典文学史 ２
日本近代文学史 ２
日本現代文学論 ２
アイヌ文化論 ２
アイヌ口承文芸 ２
アイヌ生活史 ２
アイヌ文化Ａ １
アイヌ文化Ｂ １
アイヌ近代文学論 ２
北海道文化論 ２
北海道地方史 ２
北海道文学論 ２
北海道の自然と食文化 ２
世界地理１ ２
世界地理２ ２
世界史１ ２
世界史２ ２
北東アジア民族史 ２
東西交渉史 ２
東西交渉史特講 ２
キリスト教伝播論 ２
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履 修 単 位
授業科目 備 考

必修 選択

国際食文化論２ ２
南アジア文化論 ２
チベット文化論 ２
東アジア文化論 ２
北方文化論 ２
ヨーロッパ文化論Ａ ２
ヨーロッパ文化論Ｂ ２
ヨーロッパ文化論Ｃ ２
ヨーロッパ文化論Ｄ ２
ﾖｰﾛｯﾊﾟ文化論特講Ａ ２
ﾖｰﾛｯﾊﾟ文化論特講Ｂ ２
イギリス文化論 ２
イギリス文学論 ２
アメリカ文化論 ２
アメリカ文化論特講 ２
オセアニア文化論 ２
オセアニア文化論特講 ２
英米文学史１ ２
英米文学史２ ２
科学技術と社会 ２
自然科学の現在 ２

注 学芸員の資格を取得するには、上記の必修科目の単位、選択科目の単位
を修得すること。
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別表第５
学費等

学 部
国際文化学部 備 考

項 目

入 学 金 ２００，０００ 円 初年次のみ
授 業 料 ６８０，０００ 円 年 額
施 設 費 １７０，０００ 円 年 額
教 育 充 実 費 ６０，０００ 円 年 額
実 験 実 習 費 ２０，０００ 円 年 額

注 必要によって別表以外に学費を徴収することがある。

別表第６
入学検定料

入学検定料 ３０，０００円

備 考
１ 大学入試センターを利用する入学試験の入学検定料は14,000円とする。
２ 私費留学生については入学検定料を15,000円とする。


